
別表（別記様式第 11 号関係） 

水産業強化支援事業事後評価報告書 

 岩手県 水産振興課 

政 策 目 的 水産業経営の強化 

政 策 目 標 経営構造改善目標 整理番号 岩手―31 

事 業 実 施 主 体 気仙郡漁業協同組合連合会 

実 施 地 区 岩手県大船渡市大船渡地区 

実施期間及び目標年度 

実施期間 目標年度 

29年度 29年度 

交 付 金 額 26,600,000円 

事 業 計 画 の 内 容 

漁業無線のデジタル化及び中継基地を整備することにより、

大船渡市三陸地域不感地帯の通信レベルを向上させ、災害発生

や海難事故などの緊急時、救急情報の受信を可能にすること

で、漁業者の安全と利便性の向上を図る。 

評

価 

成 果 目 標 不感地帯ゼロ（電波カバー率 100％） 

 

現 状 値 電波カバー率 100％（29年度末時点） 

目 標 値 電波カバー率 100％（29年度末） 

現 状 値 の 説 明 

 平成 30年 3月 13日、今出山における受信感度調査の結果、

すべての不感地帯において通信レベルがアップし、全地域での

無線交信が可能であること(不感地帯の解消)を確認した（電波

カバー率 100％）（別紙１、３）。 

地域への経済効果 

（ハード事業のみ） 

 以前の無線システムでは不感地帯があったが（電波カバー率

80.8％、別紙 1、２）、本事業により解消され、気仙管内の全

域において、事故等リスクの低減が図られ、漁業者が安全かつ

安定的に操業でき、漁業生産の安定にもつながることから、地

域への経済効果も大きいと思われる。 

所 見 目標は達成され、相当の経済効果も期待できる。 

評価機関の意見等  

今後の改善方向等に関す

る 分 析 

 

 


